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予算の執行状況に関する調査 

［議事録 4/6］ 

  防災体制の現状把握と対策強化の必要性 

・内閣府世論調査から見る防災意識と対策強化の必要性 

 

 

○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君○吉川沙織君        

これまではどちらかといえば国家の重要インフラが攻撃をされて国民の生活が危機にさらされる、そういう観

点からお伺いをいたしましたけれども、ここからは国民の生命、身体にかかわる防災行政についてお伺いし

たいと思います。 

 

内閣府の国民生活に関する世論調査において、 

政府に対する要望という項目がございます。そ

の中で、防災と回答した割合の推移を取ってみ

ました。ほかの項目に比べずっと低調に推移し

ています。 

 

ただ、昨年の調査におきましては、東日本大震

災の発生を受け 24.9％まで上昇しておりますが、

それでもやっぱりほかの項目に比べれば随分低いという状況です。 

 

これは、決して防災体制がそれぞれのお住まいの地域で整っているからというわけではなく、これは意識の

問題だと思います。 

 

実際に災害に遭遇した自治体においては、質、量共に

高めていかなければならないという観点で対応が進むこ

とになると思います。ただ、そこから遠い自治体において

は、やはりどこか遠いところで起こっているという感覚に

陥ってしまい、いざ災害が発生したとき想定外だったとい

うせりふになって表れてくるというようなこともあります。 

 

だから、自らの自治体の防災体制が十分であるかの見直しが恒常的に行われなければなりません。そして、

それは防災部局だけではなく全庁的に行う必要があると思います。このことについて、一般論としては誰も



反対しないと思います。しかし、実際にはこのような認識に基づいて行政運営がされているかどうか、人員も

予算も少ないのが現状であると思います。 

 

東日本大震災が発生し、防災に対する意識変化が見られる今こそ、国として防災意識が高まる方策を打つ

べきではないかと考えますが、総理の御見解、お伺いいたします。 

 

○内閣総理大臣（野田佳彦君）○内閣総理大臣（野田佳彦君）○内閣総理大臣（野田佳彦君）○内閣総理大臣（野田佳彦君）        

御指摘のとおり、東日本大震災という未曽有の

大災害の発生を受けまして、国民一人一人の

防災意識を高めることの重要性が改めて認識

をされているというふうに思います。 

 

実際に東日本大震災の発生時には、過去の災

害教訓に基づく防災教育や避難訓練により適

切な避難行動を取ることができた事例もござい

ました。地域住民が助け合って避難所を運営し

た事例も報告をされております。 

 

今後は、このような災害教訓の伝承、そして様々な機会を通じた防災教育、訓練等を通じ、国民一人一人の 

自助及び身近なコミュニティー等による共助の意識を高めるための取組等を推進するなどの国民の防災意

識を高めてまいりたいと思います。 

 

続きの議事録（5/6）は、こちらです。 
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